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。
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。
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べ
ん
と
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ぜ
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食
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た
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よ
。

あ
り
が
と
う
。
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解答・解説　おかあさんの おべんとう（2年・ものがたり文）

この話はフィクションです。実在の人物・団体とは関係ありません。

問1　イ
もん

三つ目の だんらくに「きいろい たまごやきが きらきらして 見えました」と 書いて あります。光って、かがやいて 見える ようすです。
みっ め み か ひか み

問2　エ
もん

二つ目の だんらくに「お母さんが じぶんより ずっと 早く おきて いた ことに 気が つきました」と 書いて あります。
ふた め かあ はや き か

問3　たまごやき
もん

二つ目の だんらくで、お母さんが「まなの すきな たまごやき、入れて おいたよ。」と 言って います。
ふた め かあ い い

問4　（れい）お母さんが 早く おきて 作って くれたと 思ったから。
もん かあ はや つく おも

三つ目の だんらくに「お母さんが 早く おきて 作って くれたと 思うと、いつもより ずっと おいしく かんじました」と 書いて あります。お母さんが 早く おきて 作って く
みっ め かあ はや つく おも か かあ はや つく

れた ことが 書けて いれば 〇です。
か
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